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 [授業の概要・目的]
私たちが住んでいる地球ではさまざまな自然現象が起きている。科学的な視点からこれらの現象を
整理して理解することを目指す。主に固体地球の現象を扱う。長い歴史を経て現在の地球が存在す
ること、私たちの周辺で起きる自然現象はその歴史の延長線上にあることを意識する機会となれば
よいと考えている。

 [到達目標]
地球科学の話題がニュースなどで出たときにそれをただしく理解するための基礎力をつける。地球
と私たちの関係を考える視点に持つ。アカデミックな文章を正確に書けるようになる。

 [授業計画と内容]
以下のテーマについて、フィードバックを含め全15回で、それぞれ1-3回の予定で授業を行う。
・地球科学とは（加藤）
・地球の形、地球内部の構造と現象（加藤）
・プレートテクトニクス・地震・津波・火山（加藤）
・日本の歴史と自然災害（加藤
・地球の歴史、地球の物質（小木曽）
・人間と社会と地球の関係（大見）
学期内に発生した自然現象や履修者のフィードバックを反映させて内容を修正することがある。ま
た順番は前後することがある。

 [履修要件]
高校において地学基礎・地学、物理基礎・物理や化学基礎・化学の履修経験がない学生でも理解で
きるように講義を進める。授業中必要になる知識については、自学自習を求める。

 [成績評価の方法・観点]
数回のレポートにより評価する。詳細は初回授業で伝える。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
大学レベルの数学や理科を前提とはしないが各自が必要に応じて必要に応じて自習することがよい。
各自の関心に合わせて野外を歩いてみる、学外の施設を見学してみる、などをお勧めする。レポー
ト課題には授業外の活動を必要とするものが含まれる予定である。

 [その他（オフィスアワー等）]
授業内容の一部は全学共通科目の他の地球科学の文系向や理系向科目と重複する。複数教員による
リレー講義であるが詳細な日程については初回の授業日に情報を共有する。


